




























                                                







2 Dreyer 2011:127-136 をみよ。 
3 この中でも、イクラディユース・ラビーブはコプト語復興運動を牽引した(Basta 1991, 三代川
2013)。 



























































ⲃ ⲅ ⲇ ⲍ ⲏ ⲑ ⲕ ⲗ ⲙ ⲛ ⲝ ⲡ ⲣ ⲥ ⲧ ⲫ ⲭ ⲯ ϣ ϥ ϧ6 ϩ ϫ ϭ ⳉ7 
(ⲳ ⲵ ⲷ ⲹ ⲻ ⳋ ⳍ ⳏ ⳑ ⳓ ⳕ ⳗ ⳙ ⳛ)8 	 ⳯ 9 
母音字	 ⲁ ⲉ ⲏ ⲓ ⲱ ⲟ ⲩ 
母音+子音字	 ϯ /ti/ 
補助記号	 ⲁ̄10 ⲁ︦ ⲁ︤ⲃ︥11 ⲁ᷍ⲁ12 ⲁ̂13 ⲁ̈  ⲁ̇ ⲁ̀14 
数字にのみ用いられる文字15 ⲋ 





る。Allen (2013:12)および Kasser (1991)をみよ。 
9  行末で使われ、ⲛ <n>と同じである。 
10  単独スープラリニアーストローク。主に 1 子音の単語に用いられるが、印刷の関係上、現代の古




11	 2 子音結合スープラリニアーストローク。3 子音結合スープラリニアーストロークもある。 
12  主に、疑問代名詞のⲟⲩ <ou>に用いられる。 
13  母音字の上に用いられることが多い。 
14  ボハイラ方言で主に用いられる。ジンキムと呼ばれる。 
15 コプト語の数字には、古代ギリシア語やゲエズ語などと同様、アルファベットが用いられた。ⲁ 















	 アルファ	 エプシロン	 イオタ	 オミクロン	 ユプシロン	 エータ	 オメガ	
ギリシア文字	 α ε ι ο υ η ω 
コプト文字	 	 ⲁ ⲉ ⲓ ⲟ ⲩ ⲏ ⲱ 
	

















はそれぞれありえる。(1)はグリーンバーグ(Greenberg 1962)によって、(2)はレイトン (Layton 
2011)、デパイト (Depuydt 1993)、クヌセン(Knudsen 1962)らによって(3)はライントゲス
(Reintges 2004)、ラムディン(Lambdin 1983)らによって支持されている。なお、開口度説の
中では、ライントゲスのみがエータとオメガをエプシロンとオミクロンよりも口の開きが
                                                









(0)の説・・・ⲏ[eː], ⲉ [e], ⲱ [oː], ⲟ [o], ⲁⲁ [ɑː], ⲏⲏ[eːː], ⲱⲱ [oːː] 
(1)の説・・・ⲏ[e], ⲉ [ɜ], ⲱ [o], ⲟ [ɔ], ⲁⲁ [ɑː], ⲏⲏ[eː], ⲱⲱ [oː] 
(2)の説・・・ⲏ[eː], ⲉ [e], ⲱ [oː], ⲟ [o], ⲁⲁ [ɑʔ], ⲏⲏ[eʔ], ⲱⲱ [oʔ]	 








ス朝エジプト(紀元前 305 年–紀元前 30 年)、ローマ帝国、ビザンツ帝国の属州エジプト(紀元




語母音字の発音は Horrock (2010)によれば、以下のとおりである。 
 
表 3：紀元前 3 世紀・高位変種(Horrock 2010:166) 
文字 音価 
ι, ει (子音の前もしく
は語末で), ηι (ῃ) 
[iː]  
ι [i]  
υ [yː]  
υ [y]  
ει (母音の前で), η [eː]  
ε [e] 




                                                












αι (ᾳ) [aːi] 
αι [ai] 
αυ [au] 






表 4：紀元前 2 世紀(Horrock 2010:167) 
文字 音価 
ι, ει (子音の前もし
くは語末で), ηι (ῃ) 
[i] 
υ [y] 
ει (母音の前で), η [e̝] 
οι [ø] 
ε, αι [e] 
α, αι (ᾳ) [a] 











表 5：ビザンツ期初期エジプト(Horrock 2010:167) 
文字 音価 
ι, ει, η, ηι [i]  
υ, υι, οι [y]  
ε, αι [e]  
α, αι [a]  
ο, ω, ωι [o]  
ου [u]  
ηυ [if], [iv] 
ευ [ef], [ev] 

































	 グリーンバーグは、コプト語の母音字の音価を扱ったその 1962 年の論文(Greenberg 1962)
において、古典アラビア語単語のコプト語転写を用いて音長説を退け、開口度説を支持し
ている。古典アラビア語単語のコプト語転写、およびコプト語単語のアラビア語転写に関










表 7：アラビア語単語のコプト文字転写(Greenberg 1962 および Chassinat 1921) 
 アラビア語単語 コプト文字転写 
(i)  َﺣنَﻻﻮ  /ḥawlaːn/ ϩⲁⲩⲗⲉⲛ  <haulen> 
(ii) ﺢﻠِﻣ /milḥ/ ⲙⲏⲣϩ̄ <mêlh> 
(iii) ﺻﺮِﺒ  /ṣbir/ ⲥⲁⲡⲏⲣ <sapêr> 
(iv) ماَُﺮﺒﻟا /alburaːm/  ⲁⲣϥⲱⲗⲙ <arfôlm> 
 
	 グリーンバーグが用いたのは、シャシナによって編集された医学パピルス(Chassinat 1921)
である。彼は、 表 7 の(i)–(iii)の 3 例を挙げている。(i)の例では、アラビア語の長母音/ā/に
コプト文字エプシロン<e>が対応している。(ii)の例では、アラビア語の短母音/u/をコプト文
字の<ô>で表しており、(iii)の例では、アラビア語の短母音/i/をコプト文字の<ê>で表してい
る。また、(iv)は、Greenberg (1962)では挙げられていないが Chassinat (1921:22)には存在する
例である。(iv)ではアラビア語の短母音/u/が、コプト語のオメガに対応していることがわか
る。 












対する反例は、音長説ではなく開口度説を支持する根拠の 1 つとなる。 
	 また、仮にアラビア語の長短の区別がコプト語にもあるとすると、表 7 のデータからみ
るとⲉが長母音でⲏが短母音ということになる。なぜなら、表 7 の(ii)と(iii)の例では、ⲏがア
ラビア語の短母音の/i/に、(i)の例では、ⲉがアラビア語の長母音の/aː/に対応しているからで





                                                


















	 また、グリーンバーグ(Greenberg 1962:433) は、コプト語の動詞活用における例を開口度
説の証拠の 1 つとしている。コプト語の動詞には絶対形、前名詞形もしくは構成形、前代
名詞形、状態形の 4 つがある。このほかに、少数ながら、命令形(さらには 命令前名詞形、 
命令前代名詞形、命令絶対形)をもつ動詞もある。絶対形、前名詞形、前代名詞形、状態形
の変化は主に母音の変化によって示される(<t>が付加される動詞もある)。グリーンバーグ
は、ⲃⲱⲗ <bôl>「解く」と ⲙⲟϩ <moh>「充す」 というボハイラ方言19の 2 つの動詞の変化を
上げている。 ⲃⲱⲗ <bôl>とⲙⲟϩ <moh>は絶対形であり、これらの前代名詞形はそれぞれⲃⲟⲗ 












                                                
19 絶対形ⲙⲟϩ <moh>、前代名詞形ⲙⲁϩ⸗ <mah>、状態形ⲙⲉϩ <meh>はボハイラ方言 の動詞変化である。
サイード方言では絶対形ⲙⲟⲩϩ <mouh>、前代名詞形ⲙⲁϩ⸗ <mah>あるいはⲙⲟϩ⸗ <moh>、状態形はⲙⲉϩ 








 	 	 	 	 	 	 	 	   	 	 	   音長説	    	  開口度説 
   通常：	    ⲱ  ⇨	 ⲟ 	 ⇨	 ⲏ	  /oː/  /o/  /eː/          /o/  /ɔ/  /e/ 



























ⳋⲟⲳⲡ、アフミーム方言 ⳉⲟⲟⲡ、ファイユーム方言 ϣⲁⲁⲡ、リュコポリス方言 ϣⲟⲟⲡ、サイード





ß  mcbA ‘thirty’、ⲟⲩⲏⲏⲃ <ouêêb>  ß 古代エジプト語 wcb ‘priest’、古・中・新エジプト語 šcd à 
民衆文字エジプト語 šcṱ à コプト語 ϣⲱⲱⲧ <šôôt> (Černý 1976:254)。 
	 これらの例では、古代エジプト語でアインもしくはアレフがある位置にコプト語の母音
字重複が来ている。このことは、母音字重複声門閉鎖音説を支持する。また、セム語(ヘブ












図 2：語中改行の例(フランス国立図書館 Copte 1302 f. 19r)20 
 
ⲉⲧⲃⲉⲡⲁⲓ̈ ⲟⲩⲛ̄ⲥⲩ|ⲛⲁⲅⲱⲅⲏ ⲟⲛ⳿ ⲧⲉ|ⲛⲟⲩ ⲉⲣⲉⲡϫⲟ|ⲉⲓⲥ ⲥⲕⲉⲡⲁⲍⲉ | 
<etbepaï oun̄su|nagôgê on’ te|nou erepčo|eis skepaze> 
 
                                                





 ここでは、前ページの図 2 の⽩修道院 XV 写本の p. 75 (Bibliothèque nationale de France, 
Copte 1302 f. 19r) の第 2 カラムの例を挙げて説明する。|を改⾏位置とする。この写真の中で
は 3 つの語中改⾏と、１つの語間改⾏がある。語中改⾏は、どれも⾳節境界に来ている。 
 以下の図で、改⾏の類型をまとめた。 
 
図 3 改行の類型論 
  
   ⽂間改⾏ 
 
   ⽂中改⾏     語間改⾏ 
 
            語中改⾏     形態素間改⾏ 
        















	 そのうちの『第六カノン』の写本の一つ、白修道院 XF 写本21を筆者はフランス国立図書
館、ナポリ国立図書館、カイロ・コプト博物館、大英図書館に分散されて所蔵されている
                                                
21 欧文では、MONB.XF と記される。MONB はイタリア語 Monasterio Bianco (白修道院)の略称であ
る。MONB.XF 等の記号（シグルム）は、コプト語写本電子データベースであるコプト語文学的
写本コーパス Corpus dei Manuscritti Copti Letterari (http://www.cmcl.it/, accessed on 2017-02-20)で用
いられ、その後コプト学者らによって用いられている。なお、この letterari は英語におけるパピ








ォン22から、アパ・セトの指導の 8 年目のパオーネ月 15 日23、第 6 インディクティオ24に筆
写されたものであることが指摘されている。 Van Lantschoot はこれを 10 世紀に推定してい
る(Emmel 2004:168)。この写本の諸ページは Emmel (2004)によって同定されたものである。 
























ⲉⲛⲧⲁⲕⲧⲁ|ⲁⲥ、ⲉⲧⲟ|ⲟⲧⲛも同様である。母音字 – 改行 – 母音字の例の中には母音字 – 改行 – 母
音字が語末の例はなく、必ず、母音字 – 改行 – 母音字の後ろに子音か他の音節が来る。声
門閉鎖音は最も聞こえ度が低い音であるため、必然的に、その後ろで音節が形成される。
よって、改行は音節境界間に来ていることになり、これは写本を音読筆写する上で自然な
                                                
22  著作の末尾に記された著作のタイトル、著者名、書記名などの情報。 
23  現在日本で用いられているグレゴリオ暦では 6 月 9 日。 

























X à Y	 X から Y への歴史的変化	  
X >> Y  X から Y への借用 
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